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仕上げの３学期～有終の美を  校長 西園 浩二 

        ２０２１年，新年あけましておめでとうございます。 

日頃から本校教育へのご理解・ご支援に対しまして， 

保護者の皆様をはじめ関係各位の皆様に心からお礼を 

申し上げます。本年もどうぞよろしくお願いします。 

この３学期は，次の学年の準備の学期であり，1年間を振り返りまとめを行う総仕上げの学 

期となります。新型コロナウイルス感染症対策は今後も続けていくことになりますが，健康安 

全を第一に，生徒の皆さんにとって楽しく活気ある１年となることを期待したいところです。 

  さて，本校の後期生徒会本部は会長に濱部君，副会長に上原君，書記に水澤さんが選任され，新たな体制

で活動が始まっています。生徒会専門部も２年生が中心となり自主的に活動し，新たな一歩を踏み出しまし

た。「笑顔あふれる学校」「活気ある学校」をスローガンに掲げ，グループに分かれて行うあいさつ運動や

水曜日の朝のスポーツ活動，朝のボランティア活動などに取り組んでいます。これから上市来中生徒会がど

のようによりよい変貌を遂げるのか，大変楽しみです。 

 青少年赤十字活動の精神でもある「気づき・考え・実行する」という考え方を基に，自分たちから進んで

計画し，創意工夫しながら学校生活をより明るく豊かで，潤いのある学校へと作り上げていってほしいと思

います。 

 先日，１・２年生は鹿児島学習定着度調査がありました。小学校から中学校までの既習内容がどれだけ定

着しているのかを計る調査となっていました。自分の学力を把握し，これからしっかり改善していきましょ

う。また，３年生はいよいよ高校入試が始まります。それぞれの希望進路先へのラストスパート，それぞれ

の目標の実現に向かって学力の定着・向上に取り組んでください。応援しています。 

 ３年生にとって３学期は，義務教育９年間の仕上げの学期です。１，２年生にとっても，学年のまとめと

次の学年に進級するための準備となる大切な学期となります。有終の美を飾れるよう頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 日(火)学級 PTA(3 年) 

5 日(金)入学説明会 

17 日(水)～19日(金) 

  学年末テスト 

19 日(金)避難訓練 

25 日(木)授業参観・学級 PTA(1･2年) 

 

       9 日(火)･10日(水) 

公立高校学力検査 

      12 日(金)3年生を送る会 

      16 日(火)第 74 回卒業式 

      25 日(木)修了式 

      26 日(金)辞任式  

PTA送別会 

 
おもな行事 

～個性輝き，協力し，笑顔あふれる学校～ 

上市来中キャッチフレーズ 

学校ﾌﾞﾛｸﾞ:www.ed.city.hioki.kagoshima.jp/～jh-kamityu/blogn2611a/blognplus/ 

  

 

 

 

  

 

 

 

12 月 12 日(土)本校で

芸術鑑賞会が実施さ

れました。音楽の歴史

を学習しながら，プロ

の演奏家３名の奏で

る音色に魅了された

２時間となりました。 

１月９日(土)本校で椎

茸菌打ち体験が積雪の

中，実施されました。2

時間で 100 本の椎茸

原木を完成させること

ができました。２年後

の収穫が大変楽しみで

すね。 

12月 8日～10日，2 泊

3 日の行程で修学旅行

を実施しました。太宰

府天満宮,原爆資料館,

ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ等の各旅行

地で，感染症対策をし

っかり行い，充実した

旅行となりました。 

  

 

 

 

12月 17日(木)国際交

流員派遣授業が実施さ

れました。３名の講師の

方々に来校していただ

き，イギリス・韓国・マレ

ーシアの文化・伝統・生

活・習慣について学び

ました。 

12 月 1９日(土)小中合同 PTA 資源回収と門松作りを行いました。資源

回収では，朝早くからたくさんの方々の御協力をいただき，誠にありがと

うございました。資源回収後，小中 PTA 総務部の皆様に立派な門松を

立てていただき，学校も素晴らしい年を越せました。ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三
番
茶
の
季
節 

上
市
来
中
学
校
三
年 

新
村 

彩
華 

 

 

茶
葉
の
緑
が
色
濃
く
な
る
盆
の
入
り
、
夢
を
見
た
。 

 

昼
間
、
な
ぜ
か
家
の
縁
側
に
祖
父
の
棺
が
置
い
て
あ
っ
て
、
そ

の
中
か
ら
祖
父
が
、
「
お
茶
ち
ょ
う
だ
い
」
と
よ
ぼ
よ
ぼ
の
声
を

か
け
て
く
る
。
び
っ
く
り
し
た
そ
の
瞬
間
に
私
は
目
を
覚
ま
す
。

あ
あ
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は
自
分
の
と
こ
ろ
の
茶
が
飲
み
た
い
ん
だ
な
、

す
ぐ
に
採
れ
た
て
の
三
番
茶
を
台
所
で
注
い
で
、
祖
父
の
湯
飲
み

に
入
れ
て
仏
壇
に
供
え
た
。
縁
側
の
方
か
ら
、
涼
し
げ
な
風
が
吹

い
た
気
が
し
て
、
お
茶
の
渋
い
香
り
が
ふ
わ
っ
と
居
間
中
に
立
ち

上
っ
た
。 

 

祖
父
が
私
た
ち
の
元
を
去
っ
た
の
は
、
三
年
前
の
十
一
月
の
こ

と
だ
。
退
院
直
前
に
思
い
が
け
ず
高
熱
を
出
し
、
そ
れ
が
要
因
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
保
育
園
に
入
る
こ
ろ
、
同
居
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、
べ
っ
た
り
、
と
い
う
よ
り
は
、
自
然
と
い

つ
も
側
に
い
る
存
在
、
そ
れ
が
祖
父
だ
っ
た
。 

 
当
時
、
よ
く
祖
父
に
買
い
物
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
祖
父
の
右
手
は
、
小
指
と
薬
指
、

そ
し
て
中
指
の
半
分
が
な
い
。
「
新
村
製
茶
」
を
立
ち
上
げ
、
今

日
ま
で
我
が
家
に
続
く
製
茶
業
を
営
ん
で
き
た
祖
父
は
、
若
い
と

き
に
誤
っ
て
機
械
で
手
を
挟
ん
だ
そ
う
だ
。
幼
か
っ
た
私
と
妹
は
、

た
ま
に
指
の
理
由
を
尋
ね
て
い
た
。 

「
わ
い
た
ち
が
食
べ
た
か
ら
な
く
な
っ
た
の
よ
。
」 

 

言
葉
数
の
少
な
い
祖
父
は
、
い
つ
も
そ
ん
な
ふ
う
に
適
当
に
、

笑
い
な
が
ら
答
え
て
い
た
。
正
解
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
は
、
何

年
も
経
っ
た
病
室
で
。 

 

祖
父
と
の
別
れ
は
、
誰
も
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
。
入
退
院
を

繰
り
返
し
た
後
、
じ
き
に
退
院
で
き
る
と
調
子
が
上
向
き
に
な
っ

て
き
た
時
期
だ
っ
た
か
ら
。 

祖
父
が
亡
く
な
っ
た
次
の
日
も
、
夢
を
見
た
。 

そ
の
夢
の
中
で
も
、
祖
父
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で 

い
る
。 

「
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
焼
酎
が
大
好
き
だ
か
ら
ね
。
」
」 

と
言
い
な
が
ら
、
私
と
叔
母
は
、
焼
酎
の
入
っ
た 

グ
ラ
ス
に
菊
の
花
を
ち
ょ
こ
ん
と
漬
け
て
、
そ
れ 

を
棺
の
中
に
寝
て
い
る
祖
父
の
唇
に
繰
り
返
し
当
て
て
い
る
と
い

う
不
思
議
な
夢
だ
。
目
が
覚
め
た
と
き
も
夢
の
シ
ー
ン
が
鮮
明
に

残
り
、
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
葬
儀
に
出

た
。
葬
儀
の
最
後
で
別
れ
を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
り
、
叔
母
が
焼

酎
の
入
っ
た
グ
ラ
ス
を
持
っ
て
棺
の
中
の
祖
父
に
寄
り
添
っ
た
。

そ
の
シ
ー
ン
、
叔
母
の
立
ち
位
置
と
祖
父
の
横
顔
は
、
昨
夜
の
夢
と

全
く
同
じ
構
図
だ
っ
た
。
そ
ん
な
夢
を
た
び
た
び
見
る
も
の
だ
か

ら
、
別
れ
を
悲
し
む
と
い
う
よ
り
、
未
だ
に
祖
父
の
存
在
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

九
月
に
入
る
と
す
ぐ
運
動
会
が
あ
る
の
で
、
私
た
ち
三
年
生
は
、

中
学
校
最
後
の
運
動
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
残
っ
た
夏
休
み
を

利
用
し
て
応
援
団
の
練
習
に
熱
を
上
げ
て
い
る
。
ど
の
種
目
に
は

誰
が
出
る
、
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
、
テ
ン
ト
で
静
か
に
見
守
る

祖
父
の
姿
が
脳
裏
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。 

 

私
た
ち
孫
の
運
動
会
の
日
は
、
毎
年
欠
か
さ
ず
朝
か
ら
駆
け
つ

け
て
、
微
笑
み
な
が
ら
応
援
を
し
て
く
れ
る
。
珍
し
く
、
徒
競
走
で

一
番
に
な
っ
て
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
と
き
な
ど
、
ふ
と
テ
ン

ト
に
目
を
や
る
と
、
祖
父
が
手
を
叩
い
て
喜
ん
で
い
る
。
ま
る
で
自

分
が
一
番
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
、
ご
つ
い
拍
手
の
音
が
こ
こ
ま

で
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。 

 

ご
高
齢
の
方
は
コ
ロ
ナ
自
粛
を
、
と
呼
び
か
け
て
い
る
今
年
の

運
動
会
。
そ
れ
で
も
祖
父
は
い
つ
も
通
り
に
駆
け
つ
け
て
き
た
は

ず
だ
。
最
上
級
生
と
い
う
立
場
で
団
員
を
引
っ
張
る
私
に
、
や
は
り

手
を
叩
い
て
激
励
を
し
て
く
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

家
の
居
間
に
は
、
祖
母
と
二
人
で
茶
葉
を
摘
む
器
具
を
引
く
祖

父
の
写
真
が
あ
る
。
昔
は
今
の
よ
う
な
機
械
が
な
く
て
、
全
工
程

を
手
作
業
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
二
人
が
Ｕ

字
型
の
鉄
製
の
器
具
を
両
側
で
持
ち
交
互
に
引
き
合
う
と
、
下
に

付
い
た
歯
が
茶
葉
を
摘
む
仕
組
み
だ
。
祖
父
の
表
情
は
真
顔
だ
。

私
の
知
ら
な
い
、
働
く
男
の
顔
の
祖
父
。 

 

隣
の
北
山
集
落
で
は
「
火
振
り
」
と
い
う
先
祖
を
送
る
伝
統
行
事

が
あ
る
。
バ
ケ
ツ
ほ
ど
の
大
き
さ
に
竹
を
束
ね
、
そ
れ
に
火
を
付
け

七
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
掲
げ
て
左
右
に
振
る
。
す
る
と
、
盆
の
夜
空

に
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
が
鮮
や
か
な
弧
を
描
く
。
振
り
子
の
動
き
の

奥
に
、
真
顔
の
祖
父
が
浮
か
ん
で
く
る
。 

 

今
年
も
過
ぎ
去
っ
て
い
く
。
三
番
茶
の
季
節
が
。 

《良かった項目》 

①学校は,物が整理整頓され,施設面も整っている｡(3.3) 

②学校は,生徒の意見を取り入れ,楽しくできるよう 

工夫されている行事が多い｡(3.4) 

③先生方は,いじめや悪いことをしたとき, 

きちんと指導してくれる｡(3.4) 

④私は学校が楽しい｡(3.3) 

⑤私は,毎日,朝食をとっている｡(3.7) 

⑥私は,すすんであいさつをしている｡(3.5) 

《改善が必要な項目》 

①私は,校訓を理解して学校生活を送っている｡(2.7) 

②私は,十分な家庭学習ができている｡(2.4) 

③私は,家でよく手伝いをしている｡(2.5) 

《良かった項目》 

①職員は,生徒の実態に応じて一人一人を大切にした指導を行っていると思う｡(3.5) 

②職員は,子どもたちのことを理解し励ますなど望ましい信頼関係を築くよう努めている｡(3.5) 

③職員は,子どもたちについての連絡や相談に対して適切に対応している｡(3.4) 

④子どもは,毎日楽しく学校に行っている｡(3.5) 

⑤子どもは,すすんで部活動に参加している｡(3.5) 

⑥学校は,地域や保護者の意見,相談に耳を傾け,それを教育活動に 

生かすよう努めている｡(3.4) 

《改善が必要な項目》 

①家庭では,手伝いや自分の仕事をきちんとさせている｡(2.6) 

②家庭学習の習慣化ができている｡(2.7) 

③家庭では,規則正しい生活を送るためのしつけがきちんとできている｡(2.7) 

④携帯電話やインターネット･ゲーム機などの家庭内ルールやマナーが守られている｡(2.6) 


